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災害と教育‐伝承実践交流会2026 2026年7月30日

災害に向き合う教育の可能性 ～防災の視点を超えて～

震災直後の復興教育実践の視点から
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【はじめに／本日報告する内容】

きっかけ・出会い

・広木克行先生の著作「不登校の『心の傷』が癒えるとは」

・「２０２６年６月２０日教科研プレ集会」のオンラインで坂本則子さんの講演を視聴

坂本さんの著作「我が子が不登校という問い」

・東日本大震災後の石巻市立雄勝小学校において、私が取り組んだ復興教育すなわち被

災児の「心のケア」では、これまでの教育実践が通用しないという事態に直面し、子ども

理解の大転換を迫られました。

・その子ども理解の転換から生まれた被災児の「心のケア」の授業実践は、現在大きな社

会問題となっている不登校の子どもの「心の傷」を癒す教育実践として、何かのヒントを

提案できるのではないかと考えました。



宮城県 石巻市雄勝町の紹介
石巻市の北東部に位置する港町、2005年の広域合併で石巻市の一部

雄勝町

雄勝小

大川小

2



町全体で243人死亡（うち70人不明）

自宅

雄勝小学校

現在のガーデン
雄勝中学校

2011年3月東北地方太平洋沖地震津波で壊滅した雄勝町中心部
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2011年４月２１日から隣町の河北中学校の空教室で学校再開

6

教科書、ノートは支給品、教科書と板書のみの座学の授業が始まる（２年間）
全家庭が町外に避難したために、子どもの数は震災前１０８名から４１名に激減
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給食（４，５月はパンと牛乳のみ）
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子どもたちは避難所（体育館などに雑魚寝）から通学

２つの給食センターもすべて流されて正規の給食は１年間再開できず

ただし雄勝中学校と雄勝小学校は、民間団
体のスイート・トリートから給食の支援を１年
間受けることができた。



震災後１年目の子どもたちの様子（異常行動）

・全員が自宅を流され避難所から通学（雑魚寝,食料不足,家族の死）

１.低中学年
・活動意欲なし、トイレに一人で行けない

・大雨を怖がる（津波連想）
・親、教師から離れない➞ 赤ちゃん返り

２.高学年
①異常なテンションの高さ、際限なしのおしゃべりという異常行動

・急性ストレス障害（ASD)の「過覚醒」状態

・トラブル続出、消えろ！どけ！殺すぞ！
②数か月経っても改善はなし
・雄勝に行けない子→心的外傷後ストレス障害（PTSD）の回避
・学習意欲の消失、授業は20分が限度、教科指導に見向きも
しない、学ぶ意味を喪失した子どもたち、将来に投げやり、

・全校児童108名→40名に激減
・不登校3名、内陸部の転校先でも不登校

どの学級も授業不成立（学級崩壊）状態！
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震災後の教育行政と被災児とのミスマッチ
＊震災直後の教育委員会は機能不全、各学校では暗中模索のなか、教職員が中心になり避難所運
営し、数々のドラマが生まれる。「子どもにとって何が最善か」、これが学校運営の判断基準となった。
その後、行政による学校正常化と学力向上策が始まる。

１．震災前の教育課程の復旧を目指す
・学校正常化、時数確保、土日授業
・被災校でも指導主事訪問が復活
・「復興には学力が必要だ！」

心のケアから「学力向上」へ変化

２．学校統廃合を進める
・６月雄勝小は学級減の提示

・10月市教委：被災校の学校統廃合
の提案

３．被災者に向き合わない
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・自宅なし、避難所から通学
心にトラウマ、喪失感

・校舎なし、教室なし、教材用具な
し、地域なし、地域教材なし、教育
課程の実施が不可能な状態

・地域復興に学校再建は不可
欠、学校が無くなれば地域消滅

ミ
ス
マ
ッ
チ

・なぜミスマッチが起きるのか。復興には学力が必要だという論理で、学力競争の世界
に子どもたちを連れ戻した。子どもをケアすべき対象として見ていない、経済活動の
人材として見ている。ここにミスマッチを起こす根本要因がある 被災校での子ども
の荒れ、学級崩壊、不登校児童生徒の急増へつながっていく。

教育行政・学校 被災児

保護者・住民

・大川小学校事故への責任回避、石
巻市長「自然災害の宿命」



学校教育と子どものミスマッチから生じる
小・中学生不登校３５万人

〇東日本大震災以後（2011年～）

・２０１５年～１９年 （５年連続）

・宮城県の中学生不登校率全国１位

〇コロナ禍以後（2020年～）

・２０２０年春の一斉休校

・全国の小中学校の不登校が急増

復興には学力向上が必要だ
という方針の下での「学力
向上」策と子どもとのミス
マッチ

学習の遅れを取り戻すとい
う方針の下、学力テスト体
制を強化した学校教育と子
どもとのミスマッチ

・コロナ過以後の学校においても、東日本大震災以後の学校と同じ構図が繰り返されて
いる。楽しい学校、分かる授業から能力主義教育の方針の下、経済活動のための人材育
成を目的に、学力テスト体制を強化してしまったゆえに、子どもとの間にミスマッチが生
じたと理解することができる。
・学校という空間に、子どもたちは息苦しさ・緊張・心配・不安・恐怖などの感情を抱え、
耐えきれなくなり限界を超えた結果に、不登校やいじめや自死に向かうと理解できる。 10
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【不登校や生きづらさを抱えた“子ども”を中心に据えた社会の俯瞰図】
人間と教育130号 （みやぎ教育相談センター所長 瀬成田実さん作）
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１９９３年 飛べなくなった人 石田徹也 ＊NHKEテレ日曜日美術館で３回取り上げられた。

スペイン、アメリカでも展示会が開催された。

＊自由のない今の子どもたちの辛さを表現した絵画 ＊自画像と言われている。
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１９９９年 囚人 石田徹也

辛さに苦しむ子どもたちの姿を表現した絵画 ＊自画像と言われている

学校という刑務所に閉じ込められた子どもたちは、校庭に出て
も向き合うことはなく、孤立し、直立し、遊ぶことも知らない。



【不登校の理論的実践書と体験記との出会い】
・「不登校の『心の傷』が癒えるとは」 広木克行著２０２５年

・「わが子が不登校という問い」 坂本則子著２０２５年
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・「不登校とは、幼少期の子どもから遊びと育ちを奪う中学受験など、過度
な学力競争と「よい子」競争によって心が傷ついた子どもの姿です。」

―著書の「はじめ」から引用

・不登校は心の傷（心的外傷／トラウマ）によるという子ども理解の転換
・不登校３５万人は「災害級」の問題と捉える視点
＊２０２５年みやぎ教育文化研究センター発行「センター通信」１２０号の広木氏の講演
記録も同趣旨の内容である。

・２０２６年６月２０日 教科研プレ集会のオンラインで坂本講演を視聴
・京都市の中学校教師の坂本則子さんが、我が子二人とも不登校になったために、休職
して子どもと向き合い、子どもが前を向いて歩み始めるまでの親と子の再生の記録。
現場に復帰した坂本さんは、中学校の教育相談部長として不登校支援を行ってきた。

・不登校を「心の傷」（トラウマ）と理解する著者に納得した。震災後に被災児の心のケア
に取り組んだ、私の復興教育の授業実践と共通点が多々あり、不登校の子どもの心のケ
アに、私の実践が何かの役に立つのではないかと思わされた。特に「震災体験の対象化

と意味づけ」というケア的教育実践が役立つのではないかと思わされた。

坂本さんの再生の記録は、震災から受けた絶望から前を向くようになった私自身の自
己再生とダブるものがあった。さらに坂本さんが我が子と苦闘された記録と復帰され
た中学校で子どもと向き合った教育実践は、私が被災児の心のケアに取り組んだ際の
五里霧中のさなか、手探りで実践を生み出していった私の苦闘とダブるものがあり、
坂本さんに大いに共感すると共に大きな励ましをいただいた。



【教師・保護者・カウンセラーの皆さんへ】
・不登校の子どもの心のケアと学び直しの保障に、筆者の復興教育の
「心のケア」の授業実践を生かすことができるのではないかという仮説の
ようなものを提案させていただきます。「学びの多様化学校」やフリースクール等の皆さんへも
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筆者の【復興教育】
被災児の心のケアの授業実践

⑴被災児の“荒れ“異常行動をどのよ
うに理解したのか。
・生徒指導上の問題行動、不適応との見方は誤り。

・震災がらみの病理（トラウマ・グリーフ）とい
う子ども理解に転換

⑵教育課程をどのように転換し、どの
ような教育課程を編成したのか。
・被災地の復興を担う教育への転換

・子どもの願いや発達上の要求から設定した学習内容

⑶「心のケア」の授業実践は、具体的に
はどのように行ったのか。
①安全安心の確保と親子の関係の回復
②辛さに共感できる学級集団での語り合い
③震災体験の対象化と意味づけ
④地域復興を学び参加することで、地域との
つながりを回復し、前を向く力を獲得

キーワード： 震災体験の対象化と意味づけ、

つながり（関係性）の回復・再構築

不登校の子どもの教育
「心のケア」と「学び直し」の保障

⑴不登校の子どもをどのように理解すれば
いいのか。
・弱い子や甘えという見方は誤り。文科省・教師・親は、現在
の子ども理解からの転換が必要。

・「心の傷（トラウマ）」という理解への転換が必要 （広木克
行先生）

⑵能力主義的競争教育と管理主義をどのよ
うな教育課程に転換すればいいのか。
・子どもの成長と発達の権利を保障する人間教育へ転換

⑶不登校の子どもの心のケアの教育実践は
具体的にはどうあればいいのか。
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①親の役割/「ケアの心」は子ども中心 （広木先生の著作に
詳しく例示されている）

【私からの提案】
②辛さに共感できる仲間との出会い（広木先生）
③不登校体験を対象化し意味づける学びの場の提供
④能力主義的教育の価値と人間関係を相対化し、多
様な生き方や人間尊重の価値観に触れる学び直し
（価値観の再構成）の場の提供

スライド



雄勝小学校の「復興教育」

その願いに応えていく「教育課程」の構築が必要！

子どもの願いと地域の要求から立ち上げた教育課程
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２０１１年６月提案 ２学期(８月末）から正規の教育課程として実施

子どもの願い（発達･成長への要求）
① 被災児は内面に抱える“喪失感や辛さ” の解決（心のケア）を求めている。
② 避難所で中学生が働く姿。何か役割を担いたい子どもたち。民間団体の
アンケートでは、被災地の７０％以上の子どもが地域の復興に参加したい。

＊雄勝小では９０％

住民の要求
① 安全・安心な場所で自宅を再建し子どもたちを安心させたい（心の癒し）。
② 地域から学校が消えると、地域は消滅の危機を迎えるので、地域住民は
学校統廃合に反対し、地域を持続可能なまちとして復興させたい。

震災後の教育行政と被災児とのミスマッチ

被災児と被災地に寄り添わない教育行政に大きな疑問！



雄勝小学校の《復興教育》の方針
被災地の復興を担う教育への転換

１、〈子どもは地域の宝〉という子ども観への転換

２、故郷を愛し、故郷を復興する社会参加の学力という学力観への転換

３、地域の復興なくして、学校の再生なしという地域復興に貢献する学校

経営観への転換

・目の前の子どもの願いと被災地の現実から出発し、子どもにとって幸せとは何かと発
想したところから生まれた人間教育である。産業界の要請する現在の能力主義的な人材
教育とは対極。現在の学校の人材教育は子どもたちの目を地域からそらす 「村を捨てる
教育」とし機能し、被災地の復興に寄与したいという子どもたちの願いと一致しなくなる。 17

①地域復興を学び、社会参加す
る活動 （間接的な心のケア）

②震災と向き合い、意味づけ
る学び （被災児の心のケア）

教育課程に「復興教育」の内容を追加

・地域とは子どもたちの人格の一部であ
る。アイデンテｨティーとしての地域の復
興に対して、雄勝小の９０％の子どもが
参加したいと願っている。その要求にこ
たえる学び。 地域とつながり直す（心
のケア）

・被災して喪失感や将来への不安を
抱えている子ども達に苦悩を語らせ、
震災と 折り合いをつけて、震災を人
生の一部として引き受けて、前を向く
力を育てる学び （心のケア）



震災２年目の子どもの実態（５年生）

震災２年目に、子どもたちの“新たな荒れ”に直面する！
・授業は２０分が限度、学習嫌い、集中力と意欲の低下、投げやり、目標の喪失

・殺すぞ！死ね！消えろ！ 暴言を吐く子、トラブル、いじめの顕在化

・異常なテンションの高さ、 イライラ、しゃべり続ける、奇声、はしゃぐ、授業中の私語
や休憩中のしゃべりを抑えられない（不安や恐怖）、異常な覚醒興奮状態（過覚醒）

【荒れの要因】

①震災の直接の影響：急性ストレス障害（ASD） ➞２年目心的外傷後ストレス障害
（PTSDの回避）の疑いの子も存在

②震災後の生活環境の激変:自宅流出による避難所➞狭小の仮設住宅暮らし、我
慢の生活、壊滅した地域の喪失、19名中10名の転校による人間関係の喪失、間借り
教室で校庭と体育館を使えない不自由さ➞ストレスの蓄積

これまでの教育実践が通用しない事態に直面！
筆者も被災者、ストレスで７月下旬から持病が悪化し病休1ヵ月

18

2012年隣町の中学校の空き教室を間借りしての授業再開の2年目、5年生9名を担任した。昨年
の4年生時は、他の学年同様に授業が不成立であった学級であったが、私は自信を持って学級担
任を引き受けた。これまでも様々な手立てによって荒れた学級を立て直してきた自信があった
（生活指導と教科指導：国語文学の授業・算数指導・美術教育・総合学習）。ところが、6月に行って
も7月に入っても手ごたえがなく、子どもが変容してこないという事態に直面したのである。



子ども理解の転換の必要性に気づく
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○繰り返すが、これまで積み上げてきた教科指導等が全く通用しない子ども達であった。考えさせる授業を行う

と「頭が痛い！」と机に顔をうずめる子ども達。授業は２０分が限度。教師の指示や指導を入れても5年生の行動は

全く改善せず、同じ行動を繰り返す。それはなぜかという疑問が生じてきた。しかし方策は見つからない。

○教師にとって一番つらい事は子どもがこちらを向いてくれないこと。教師が提示した教材に子どもが食いつい

て教師と向き合って、教材を用いた「教えと学び」の「応答の関係性」を作れないことである。

・私の教師生活を振り返ると、指導が有効であったときの実践は、子ども理解が的を得ていたからである。子どもたちが荒

れる要因を探り、内面の要求を探り、言葉で表現させて、要求を実現させる方向に、生活指導と教科指導を組み直し、学びの

世界に導き、子ども自身が”分かった、楽しい”という学びの体験を積み重ねて行った結果として、荒れを克服してきた。そこ

に自信をもって子どもに臨んが、その自信が見事に打ち砕かれてしまったのである。

〇１学期間は教師生活で味わう初めての危機！教室に行く足取りが重くなっていることに気付く。

学級崩壊に至った教師の思いが分かったような気がした。しかし、子ども達は教師の私の指示や

要求に反発してはいないし、無視もしてもいない。コミュニケーションは成立している。学級崩壊

とは何かが違う。それが分からない！それを探る必要があった。しかし体力と気力は限界を超え

て、持病が悪化し、1学級終了と同時に1か月の入院となった。 病室で休みながら、次のようなこ

とを考えていった。 病室で考察したこと。

○子どもの問題行動は、これまでの範疇でとらえてはいけない。別角度から理解する必要がある。

・被災児が起こす問題行動は、学習指導方法の改善の問題ではない。

・また望ましい道徳性やモラルから逸脱した行為として矯正の対象にし、学校生活や集団生活に適応させること

を目的とした生徒指導上の問題でもない。

子どもたちの姿は、教師生活で”これまでに見たことがない異常な姿”を見せて
いる。明らかに何かが異常な子ども達であり、子どもの”心が何かに囚われてい
る状態”、学習以前に身体的・生理的に授業を受け付けられないという状態に見

えた。 子ども理解の転換の必要性に気づく
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・震災がらみの病理を癒す「ケア的教育実践」を行えば、子どもが心に抱える問題が解決され、前
を向く力を得て、学習意欲や生活意欲が回復し、否定的に見える問題行動も解決できるのでは
ないかと考えた。

・ただし子どもたちが震災がらみの何かの病理を発症しているのであれば、教育の対象だけで
はなくてカウンセラーや医師の診療の対象として捉える視点が必要となる。

子ども理解の転換
目の前の子どもたちは、千年に１回の大災害を体験した子どもであ
り、震災がらみの何かの病理を発症しているのではないか。

震災がらみの病理（トラウマ・グリーフ）を癒すケア的教育実践を行えば、前
を向く力を得て、学習意欲の回復と生活意欲が回復するのではないか。

・子どもたちは心に抱える喪失感、悲しみ、不安、恐怖、イライラ等を言葉にできずに、対象化でき
ず、表現できず、ただ不安感やイライラが襲ってきて、自分でどうすることもできないために、
声を張り上げてしゃべり、はしゃぎ、暴言を吐くことで、逃れようとしているのではないか。つま
り目の前の子どもたちは千年に1回の大災害を体験した子どもたちであり、震災がらみの何か
の病理を発症しているのではないかと子ども理解を転換した。

仮説の設定

教師生活で今までに見たことのない子どもの姿
・何かが異常な子ども達であり、子どもの“心が何かに囚われている状態”、学習以前に身体的・
生理的に授業を受け付けられないという状態とは、子どもたちは内面に抱える喪失感、悲しみ、
不安、恐怖、イライラ等を忘れるために、その内面に抱える苦悩から逃れるためにテンションが
高くなり、過覚醒となっているのではないか。

●広木先生の不登校は「心の傷/心
的外傷」という子ども理解と一致
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〇子どもの現実
・震災前の世界には絶対に戻れない、世界が違って見えている。＊学校だけ元に戻しても？

・泣いても叫んでも最終的には現実を受けるしかない！ ＊親や兄弟を亡くした子

〇教師の願い
・「震災で私の人生は狂ったと考える子にはなってほしくない」

○被災児が求めている学びとは？
・子どもが抱えるトラウマやグリーフを解決してくれて前を向くことに結びつく学び
・震災を人生の一部として引き受けて、人生の物語を新しく描き直すような学び
・震災をただの不幸な体験にしない、プラスに転化する学び

〇ケア的教育実践の方針
・教室内を安全安心な場所とし、自由にものが言える学級集団を築く。
・子どもに寄り添って心の不安・叫び・恐怖・悲嘆などの感情を聞き取り、受け止め、
表現させ、意味づけさせること。 「震災体験の対象化と意味づける学び」

震災がらみの病理（トラウマ・グリーフ）を癒
すケア的教育実践とは？

「震災体験の対象化と意味づける学び」が必要
・文芸教育研究協議会の西郷竹彦会長の文芸学から学んだ「意味づけ」を応用。

・心理学用語では【意味の再構成】と言われる。・ロゴセラピーの立場では、「人間は人生の目的や生きる

意味を見出したり，創造したりする欲求をもっており，それ故に、どのような体験にも何かの意味を探りだそうと

する存在である」とする。ロゴセラピーとは、アウシュビッツ収容所の体験記録 日本語訳「夜と霧」の作者ビク
トール・フランクルが提唱した実存的な心理療法。日本カウンセリング協会でリモートも含めて4回講演を行った
際に、日本ロゴセラピー協会の福井みどり先生から、本実践はロゴセラピーだと評価された。



教育課程上の【復興教育】は

２本柱（時数：総合・教科で確保）

【６年総合学習単元名】
・雄勝硯と町の復興について
考えよう（2011年）

時数：総合‣社会科

【5年総合学習単元名】
・雄勝ホタテ養殖と漁業の復
興について調べよう

（2012年）
時数：総合‣社会科‣理科

【５年総合学習単元名】
・震災体験を記録しよう」

（2012年）
時数：総合‣国語科‣図工科

①地域復興を学び、社会参加
する活動 （間接的な心のケァ）

②震災と向き合い、意味づけ
る学び （直接的な心のケア）

本日報告
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②【震災体験の対象化と意味づけ】の実践

５年生総合学習：震災体験を記録しよう
・学習のねらい： 震災の記憶と向き合うことで、現実を受け入れて心を整理し，震災と折り
合いをつけて、前を向く意思と希望をはぐくむ。
・教師側の指導上の課題： 子どもの内面をどのように理解するか、そして前例のない震災
体験の「対象化」と「意味づけの力」を育てることに挑戦する。
＊私と子ども、子ども同士も同じ地平にいる被災者。辛さを分かり合える間柄であり、自由にものが言える関係はで
きていた。 これが前提条件である。

2012年9月～2013年3月

言語表現

・朗読劇「故郷復興へ」

・絵本制作 本日紹介

・ジオラマ制作

・私の宝物 絵画・言語表現

＊教育行政の方針は震災には触
れないようにすること。そして学
力向上を目指すことであったの
で、震災と向き合わせる授業を
行った教師は宮城県内で教職員
組合を中心に１桁の教師のみ。
圧倒的多数の教員は学級崩壊
のさ中で、学力向上に疑問を抱
きつつ暗中模索の日々を送った。

・木版画共同制作「希望の船」・感想文

・震災体験の俳句
・震災体験の作文
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立体表現
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２
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で
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は
震
災
と
向
き
合
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な
か
っ
た
子
２
名
も
作
文
を
書
い
て
い
る
。
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・被災した親は家も財産もすべて失ったからこそ、素の自分に戻り、命が助かった我が子へ、ただただ無条件の愛を抱くようになったことが

書かれています。この手紙を読み直してみて、坂本則子さんの体験との共通点に気付かされました。坂本則子著『我が子が不登校という問

い』p69～７２，P12０ 「髪の毛なんかなくったってもいいやん！何もなくってもいいわ。この子は何もなくってもこの子やわ。この子は生き

ている！」という気持ちが湧き上がってきました。」ーーーこの意識は被災者が体験した意識と同じ。外側の見える家や財産や肩書

だけでなくて、自分を支えていた内面の価値や自信や誇りなどの鎧を脱ぎ捨てさせられて、素の自分になって初めて湧き

上がる利他の愛、お互いの〈いのち〉の尊さやありがたさに目覚める意識である。坂本さんの著作から被災者の意識と不登

校の親子の意識がつながっていることに気付かされた。
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親から我が子に書いていただいた手紙の実物写真

●震災作文の実践の結果
①子どもたちはお互いの震災体験を語り合い、聞き合うことを通して、辛さや喪失感が軽減されていく。
同じ体験をした者同士だからこそ分かり合える関係ができる。こうして子ども同士の関係がつながり・
再構築されていった。
②親と子の関係も作文と手紙の交換によって、辛さを分かち合える関係として再構築されていった。
③教師の私と子どもの関係も、子どもが自分自身の内面を学びの対象にし、教師の私は子どもの内面
を教材化することで、すれ違った関係・ミスマッチの関係から、学びを通した応答の関係を再構築するこ
とができた。
〇こうして子ども同士、子どもと親、子どもと教師のそれぞれの関係が改善されて、心のケアが促進さ
れていった。 ＊つながり・関係性の回復（再構築）による心のケアの促進
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・不登校の子どもの場合は、このような授業をつくることで、辛さに共感できる仲間との出会いと学び直しによって、辛

さの正体を明らかにするとともに、前を向く力が自分の中に存在することに気付くことが可能ではないでしょうか。
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ジオラマ制作と記憶を語り合う子どもた
映像記録ＤＶＤ「ぼくたちわたしたちが考える復興」から動画2分間
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不登校の子が、自分の生い立ちから今日までの自分史を書く作業は、学び直しと

価値観の再構成の場となるのではないかと思います。
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映像記録ＤＶＤぼくたちわたしたちが考える復興から版画制作を８分間

動画はどちらか音が出るほうを選ぶ、動作確認で９：３０
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本日の報告のまとめ
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⑶「心のケア」の授業実践は、具体的に
はどのように行ったのか。

①安全安心の確保と親子の関係の
回復

②辛さに共感できる学級集団での
語り合い

③震災体験の対象化と意味づけ

④地域復興を学び参加することで、地域
とのつながりを回復し、前を向く力を獲得

⑶不登校の子どもの心のケアの教
育実践は具体的にはどうあればい
いのか。

①親の役割・「ケアの心」は子ども中心（広木
先生の著書に詳しく例示）

【私からの提案】
②辛さに共感できる仲間との出会い（広
木先生）

③不登校体験を対象化し意味づける学
びの場の提供

④能力主義的教育の価値と人間関係を
相対化し、多様な生き方や人間尊重の価
値観に触れる学び直し（価値観の再構
成）の場の提供

スライド １５番目より抜粋

私の被災児の心のケアの方法 不登校の子の心のケアに生かす

広木克行先生著「不登校の『心の傷』が癒えるとは」と坂本則子先生著「我が子が不登校という問い」
と出会って、私の復興教育の「心のケア」は、不登校の子どもの心のケアに生かすことができるのでは
ないかという仮説のようなものを提案してきました。 不登校にお取り組みの関係者の皆さん、そし
て不登校に苦しんでいる当事者の皆さんにとって、何かのお役に立てれば幸いです。

キーワード： 震災体験の対象化と意味づけ、

つながり（関係性）の回復・再構築
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不登校理解に役立った文献
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筆者の復興教育に関する文献

徳
水
論
文

「復
興
教
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か
ら
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す
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の
か
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ー
地
域
に
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ざ
す
教
育
へ
の
展
望
ー
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